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擶夏でも

祭りはホットに

／

、

「ヤマセ」が続いた今年

の夏でした力這、冷夏をq欠

き飛ばそうと気合いの入っ

た祭りで･些はホットにな

りました。

1

ノ

発行･青森県市浦村役場／編集総務課企画財政係〒037-0401青森県北津軽郡市浦村大写相内写相内349-1a0173-62-2111
E-mailshiuraO1@net・prefaomori.jpM)<0173-62-2115



Jふ

う今 (2)広報乙

◎
十
三
の
砂
山
ま
つ
り

八
月
十
四
日
～
十
六
日

鎮
魂
歌
と
言
わ
れ
て
い
る
一
‐
十
三

の
砂
山
踊
り
」
親
か
ら
子
へ
と
踊
り

の
継
承
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、

天
狗
、
し
し
踊
り
が
祭
り
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。 …

～ 剣
伝
統
の
あ
る
「
十
三
の
砂
山
踊
り
」

は
次
世
代
に
引
き
継
が
れ
て

似
「
し
し
」
も
冷
夏
を
吹
き
飛
ば
せ
と

ば
か
り
に
登
場

～

壬
，
‐

！

ｑ
山
車
出
陣
で
景
気
回
復
を
願
う
ぐ
ね
ぶ
た
を
引
く
手
に
力
が
入
る

◎
安
東
の
里
夏
祭
り

八
月
十
六
日
・
二
十
日

ね
ぶ
た
運
行
に
よ
き
こ
い
踊
り
、

坊
様
踊
り
が
花
を
添
え
ま
し
た
。

似
今
年
の
主
役
「
天
狗
様
」
の
登
場

表
型
ね
鐡
雇
璽
星
薯
と

似
伝
統
の
坊
様
踊
り
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li撚劇
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雛
鶚
制
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や

、
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鄙

需識

◎
脇
元
岩
木
山
神
社
大
祭

八
月
二
十
七
～
二
十
八
日

二
十
七
日
は
前
夜
祭
で
、
神
楽
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
等
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
二
十
八
日
は
荒
磯
崎
神
社
か
ら

も
や
山
ま
で
山
か
け
が
行
な
わ
れ
、

五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま
し
た
。

似
五
穀
豊
穣
へ
の
思
い
は
も
や
山
へ

雲
盃
屋
毒
を
雪



(3)広報しうる

八
月
十
四
日
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
平
成
十
五
年
度
成

人
式
が
開
催
さ
れ
、
対
象
者
（
昭
和

五
十
七
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十

八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

三
十
七
人
の
う
ち
三
十
一
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

木
村
教
育
長
が
「
広
い
心
と
豊
か

な
創
造
力
を
持
ち
、
世
界
の
中
の
日

本
人
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
高
松
村
長
が
「
至
難
の
時
代
を

生
き
抜
く
に
は
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
く
こ
と
、
感
性
を
持
つ
こ
と
、

国
際
社
会
に
堂
々
と
立
ち
向
か
っ
て

平
成
十
五
年
度

關
鵬
溌

畷聴
■一一』一一一一一一凸《一一

蕊
唖

壹三奎

韮
壺毫全

乾杯の音頭で祝宴にはいりました

躯
霊
通
観
鰯
騨

壽
黙
典
摩
騨
語
噸

ほ
し
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
会
議
長
、
選
挙
管
理
委

員
長
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
成
人
代
表
の
一
戸
薫
さ
ん
が
、

「
大
人
に
な
っ
た
今
で
は
想
像
も
付

か
な
い
ほ
ど
周
り
の
人
に
気
を
使
う

こ
と
も
で
き
て
、
成
長
し
て
い
る
こ

と
に
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
こ
の
村
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
誇
り

に
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
見

守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

一
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
は
そ
れ
ぞ
れ

が
近
況
や
、
将
来
の
夢
な
ど
を
報
告

し
あ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
海
外
在
住

の
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
は
新

成
人
の
笑
い
と
涙
を
誘
っ
て
い
ま
し

た
。

認認一
歩
‐鵬

ゾ
ノ
時丞

一
ぜ
ゞ

毒
、
．
。
．

声
、
ｒ
遥
・
Ｐ
ｒ

１
Ｊ Ｆ

円

蓮
1

1

鞆

鼬
,皇

尾へ

關…鯉

菫
晴れてお酒も飲めます

Ｑ
ど
ん
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
か

い
つ
ま
で
も
夢
を
持
っ
て
子
ど
も

心
を
持
っ
て
い
た
い
。

Ｑ
い
つ
も
心
が
け
て
い
る
こ
と
は

何
を
す
る
と
き
も
一
生
懸
命
に
取

り
組
む
こ
と
。

Ｑ
将
来
の
夢
は

で
き
た
ら
自
分
の
生
き
た
と
い
う

証
を
残
す
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ
今
、
一
番
し
た
い
こ
と
は

旅
行
で
す
。

Ｑ
好
き
な
異
性
の
タ
イ
プ
は

自
分
を
持
っ
て
い
る
人
で
す
。
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うら広報乙 (4)

な じみの顔と

八
月
九
日
、
青
森
あ
す
な
る
ホ
ー

ル
市
浦
に
お
い
て
、
意
見
交
換
会
が

行
な
わ
れ
、
市
浦
会
員
十
六
人
、
村

在
住
者
十
九
人
合
わ
せ
て
三
十
五
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

交
流
会
は
、
市
浦
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
市
浦
会
員
、
村
か

ら
の
参
加
者
合
わ
せ
て
八
十
一
人
が

参
加
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
合
併
情
報
、

経
済
状
況
、
農
産
物
状
況
、
少
子
高

齢
化
状
況
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
が

飛
び
交
い
ま
し
た
。
合
併
後
の
新
町

名
、
合
併
後
の
「
ふ
る
さ
と
市
浦
会
」

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
特
に
熱
心

に
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
高
松
村
長
が
、
小

さ
な
学
校
で
も
大
き
な
栄
冠
を
手
に

し
た
金
木
高
校
市
浦
分
校
の
話
題
、

合
併
状
況
等
近
況
報
告
を
含
め
た
、

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

▲活発な意見が出された意見交換会

鳴
海
正
毅
市
浦
会
会
長
が
「
ふ
る

さ
と
に
恩
返
し
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
形
に
な
り
ま
し
た
。
高
齢
者
福

祉
に
役
立
て
て
下
さ
と
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
、
東
京
青
森
県
人
会
副

会
長
の
野
呂
妙
子
さ
ん
の
祝
辞
が
あ

り
、
村
議
会
議
長
の
乾
杯
の
音
頭
で

交
流
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
な
つ
か

し
い
顔
、
味
、
そ
し
て
言
葉
に
会
場

は
、
終
始
、
笑
顔
と
歓
声
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

瀞
▲再会を祝してカンパーイ

鳴
海
正
毅
会
長
か
ら
、
高
松
村
長

へ
寄
付
金
の
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
（
寄
付
金
名
簿
参
照
・
六
頁
）

続
い
て
、
村
か
ら
の
感
謝
状
が
、

高
松
村
長
よ
り
鳴
海
会
長
に
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

高
松
村
長
が
「
こ
の
寄
付
金
は
大

切
に
使
い
た
い
、
会
員
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
宍
戸
さ

ん
か
ら
は
村
長
室
に
お
い
て
寄
付
金

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
で
に
宍
戸

文
庫
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
た
び

重
な
る
ご
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
の
ご
厚
情
は
下
記
の
よ

う
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

:謬々鯉似
現
在
八
十
八
歳
、
な
お
も
か
く
し

ゃ
く
と
し
て
い
る
宍
戸
さ
ん
（
左
）

善
意
嬉
蕊
謝
し
雲
議

寄
付
金
贈
呈
セ
レ
モ
一
丁

癖l癖I
崖→ゥ

■
ザ
ー

ノ

勾八1

里

G

恥
癖
竪 息

,‐も
罰

郵
嘩
掴

I

－

~ 職 ▼
ふ
る
さ
と
市
浦
会
二
百
十
一
万

五
千
円
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
型

マ
ッ
サ
ー
ジ
器
購
入
）

▼
宍
戸
貞
市
さ
ん
（
脇
元
出
身
・
横

浜
市
戸
塚
区
在
住
）
百
万
円

（
福
祉
基
金
の
設
問
）

L_畝

~●±

▲目録を受け取る高松村長▲感謝状を受ける取る鳴海会長



広報しうる(5)

…

似
私
達
同
級
生
で
す
。
昭
和
二
十
三

年
生
ま
れ
子
の
年
・
牛
の
会
と
申

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ク
ラ
ス
会
だ

よ
ｃ

ｆ
《

戸－1

ｰ・＝1

雷
職

F~‐

似
が
っ
ぱ
ど
同
級
生
な
じ
ん
だ
顔
に

会
え
る
の
が
楽
し
み
。
何
を
お
い

て
も
参
加
し
て
い
る
よ
。

愈津＞卜
青山力さん(太田出身一写真上右から4番目）

「第1回目から参加しているよ。同級生に会

うのが楽しみ、還暦の祝いはﾉLワイでやるよ｡」

_V

P
'

柴田秀子さん(太田出身:|日姓野上一写真上右）

「太田の道路を今朝弾這ったら涙が出ました｡」
ｑ
ｇ
８
９
９
１
ｇ
Ｂ

,E青".． 旬

騨醸
●←

凸：'．■口■

彫.“．001
Lh、

少
「
こ
ん
ぶ
ま
ま
」
め
よ
◎

似
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
た
ア
ト
ラ
ク

、
ン
ヨ
ン

似
小
田
桐
達
也
さ
ん
（
右
か
ら
二
番

目
）
な
つ
か
し
い
し
、
か
わ
っ
て

い
な
い

凍雌嚇誌姉鵬螺
撫鯉馳醗ざした制しぅらゞ

酢
・
諦
騨
鋒

０
Ｅ
・
■
Ｐ

ｒ
ｑ
ｈ
窪
面
む
け
も鰯

箱
■

聡【r･勇
蕗煽

一

P

G

1

苓上悪

誉ﾇ騨須
幽
心且

F‘_‐．

惨
し
う
ら
音
頭
が
始
ま
る
頃
に
は
会

も
終
盤
別
れ
が
惜
し
ま
れ
る

似
懐
か
し
い
太
刀
振
り

う
’
ん
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。

鵬悪
ロも口

腿 I

瀞

少
お
別
れ
の
ハ
ー
モ
－

せ
て
曲
は
「
も
も
」

し
野
呂
妙
子
さ
ん
（
右
端
）
「
温
か
い

雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
る
市
浦
が

好
き
で
す
」

少
お
元
気
で
、
皆
様
に
ま
た
会
う
日

ま
で

お
別
れ
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
ひ
び
か

せ
て
曲
は
「
も
も
た
ろ
う
さ
ん
」

遠
藤
昌
浩
さ
ん
「
出
身
は
東
京
で

す
。
市
浦
は
心
の
ふ
る
さ
と
で
す
」

唾
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【
寄
付
金
名
簿
】

一
金
一
、
○
○
○
円
一

伊
南
進
・
井
出
幸
枝

伊
南
杉
子
・
小
林
常
敏

君
嶋
瑛
子
・
瀬
尾
昭
則

古
田
君
子
・
三
上
直
術

松
本
久
子
・
村
元
利
行

三
和
明
嚴

一
金
二
、
○
○
○
円
一

石
澤
慶
一
・
大
川
有
二

今
井
隆
雄
・
相
川
瞳

工
藤
智
英
・
小
林
雪
子

川
内
敏
範
・
工
藤
真
紀

今
野
エ
リ
・
白
川
冶
三
郎

奈
良
仁
・
長
川
原
洋
子

奈
良
英
孝
・
藤
田
実

藤
田
貞
則
・
三
好
み
さ
子

米
谷
宣
孝

金
三
、
Ｑ
ｄ
ｑ
円
一

奥
野
サ
キ
エ
・
女
渕
正
美

青
山
義
光
・
青
山
る
い
子

岸
本
貞
子
・
合
田
恵
美
子

櫛
引
昭
道
・
工
藤
清

角
田
美
保
子
・
佐
藤
孝
悦

豊
島
騰
・
東
野
義
光

鳴
海
美
子
・
奈
良
匡
代

成
田
武
・
福
島
照
夫

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

｜
金
五
、
○
○
○
円
一

植
木
む
つ
子
・
遠
藤
美
保
子

井
深
福
子
・
稲
田
る
み
子

石
岡
幸
雄
・
木
津
谷
稔

木
津
谷
妙
子
・
梶
浦
裕
行

加
納
正
彦
・
木
村
富
江

佐
藤
国
光
・
桜
庭
鶴
美
子

重
松
秀
子
・
佐
藤
裕

豊
島
順
三
・
竹
谷
栄
子

鳴
海
敦
子
・
鳴
海
利
音

奈
良
弘
・
成
田
哲
則

野
木
定
子
・
星
野
修
子

藤
田
文
彦
・
原
子
恵
美
子

三
橋
信
子
・
丸
山
梅
男

三
上
昭
雄
・
山
田
章
子

０
４

｜
金
一
○
、
○
○
○
円

伊
藤
朝
子

秋
田
谷
宗
雄

伊
藤
ふ
み
え

葛
西
邦
夫

北
澤
た
い
子

小
寺
久
幸

志
田
ヨ
シ
エ

山山宮丸広

田田崎山瀬

栄
美
子

藤
春
光
子
精
一
正

山鑓吉宮三落
合
猪
島
伊
南
工
藤
工
藤
釜
萢
佐
藤 本田田川上

一

勝若久和
敏子子子訓

孝
子
光
子
喜
仁
兼
春
夢
外
達
夫正

｜
金
五
○
、
○
○
○
円
一

｜
有
志
寄
付
劃

・
赤
木
正
芳一
○
、
○
○
○
円

・
東
京
相
内
会
（
会
長
聖
同
山
力
）

三
○
、
○
○
○
円

・
米
谷
継
雄三
○
、
○
○
○
円

・
本
荘
完
一
五
○
、
○
○
○
円

・
鳴
海
正
毅

矢山三三本中白笹岩
間

守
一
、

ゴ
ノ 成三阿

金
二
○
、
○
○
○
円
一

金
三
○
、
○
○
○
円

尾田浦和荘井川山田和部ﾉー】

節
子
一
義
佳
子

壱
元
一

義
宗
正
勝
敏
行
彰
子

貞 好
信
清
造
敏
明剛

吉米米三蒔浜高関三伊三
田
敏
子

｢11ﾖ．
。‘画

田 田谷和田田橋
南
誠

和
豊
房

海
一

知
恵
子

て
い
子司

道
則
紀
巳
継
雄
史
子
達
夫

正
毅

9＆ LE 1BU

乎
秘
教
育
に
懐
っ
て

t；

一
○
○
、
○
○
○
円

・
成
田
文
忠一○
○
、
○
○
○
円

・
葛
西
孝一○
○
、
○
○
○
円

．
鳴
海
憲
也一○
○
、
○
○
○
円

・
伊
南
喜
仁一○
○
、
○
○
○
円

．
葛
西
邦
夫一○
○
、
○
○
○
円

・
青
山
力一○
○
、
○
○
○
円

赤

》
“
鯨
■
や
』
』
■
釣
■
ｑ
Ｐ
』
■

沖
縄
市
在
住
の
上
原
さ
ん
は
、

戦
争
か
ら
奇
跡
の
生
還
を
果
た
し
、

第
二
の
人
生
を
「
恩
返
し
」
に

捧
げ
よ
う
と
平
和
を
訴
え
全
国

寄
付
行
脚
を
し
て
い
る
方
で
す
。

市
浦
村
へ
は
二
月
に
砂
糖
キ
ビ
、

黒
砂
糖
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、

保
育
園
、
小
学
校
等
に
分
配
し

喜
ば
れ
ま
し
た
。

今
回
は
（
八
月
二
十
一
日
）

直
接
役
場
を
訪
れ
高
松
村
長
に
、

平
和
教
育
に
使
っ
て
欲
し
い
と

現
金
二
十
万
円
を
手
渡
し
ま
し
た
。

高
松
村
長
は
「
次
代
を
担
う
村

の
子
ど
も
の
平
和
教
育
に
使
い

ま
す
」
と
受
け
取
り
、
感
謝
状

沖
縄
の
善
意
に
感
謝

●p

町｡

を
贈
り
ま
し
た
ｃ
実
は
、
こ
の

感
謝
状
が
四
千
八
百
九
十
三
枚

に
達
し
、
五
千
枚
を
目
指
し
て

い
る
と
言
う
こ
と
で
す
。

・
三
上
春
男一○
○
、
○
○
○
円

・
小
田
桐
達
也
一
○
○
、
○
○
○
円

・
千
葉
信
義一○
○
、
○
○
○
円

◎
会
費
寄
付
金
八
二
三
、
○
○
○
円

◎
有
志
寄
付
金
一
、
一
二
○
、
○
○
○
円

◎
交
流
会
参
加
者一
七
二
、
○
○
○
円

◎
合
計
二
、
二
五
、
○
○
○
円

命

＝

星

感謝状を受ける上原さん

● VヤⅥト8 4 0
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九
月
七
日
㈲
、
青
森
市
に
お
い
て
、

第
十
一
回
市
町
村
対
抗
県
民
駅
伝
競

走
大
会
が
県
内
六
十
七
市
町
村
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
、
ア
ス
パ
ム
前
か

ら
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
ま

で
の
三
三
・
八
畑
の
八
区
間
を
タ
ス

キ
リ
レ
ー
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
前
回
大
会
で
最
下
位
の

順
位
を
ひ
と
つ
上
げ

第
川
回
市
町
村
対
抗
県
民
駅
伝
競
争
大
会

－

結
果
を
受
け
、
選
手
、
ス
タ
ッ
フ
は

早
く
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
。

総
合
タ
イ
ム
を
昨
年
よ
り
、
約
八
分

三
十
秒
縮
め
る
も
、
順
位
を
ひ
と
つ

あ
げ
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
各
区
間
の
走
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

★
駅
伝
出
場
メ
ン
バ
ー

．
第
一
区
山
谷
正
志（市
浦
中
教
諭
）

・
第
二
区
湊
平
大（市
浦
中
三
年
）

・
第
三
区
榊
原
滋
高

（
市
浦
村
教
育
委
員
会
）

・
第
四
区
太
田
淳

（
市
浦
村
社
会
福
祉
協
議
会
）

・
第
五
区
矢
本
愛
理（市
浦
中
二
年
）今大会の選手・役員団

八
月
三
十
日
出
、
市
浦
小
六
学
年

児
童
三
十
名
と
市
浦
中
生
徒
会
役
員

七
名
が
参
加
し
て
、
ロ
シ
ア
ハ
バ
ロ

フ
ス
ク
地
方
の
児
童
生
徒
三
十
八
名

と
相
内
地
区
の
大
沼
公
園
で
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
市
浦
中

生
徒
が
ロ
シ
ア
語
を
お
り
ま
ぜ
な
が

ら
司
会
を
務
め
、
八
月
に
ハ
バ
ロ
フ

ス
ク
地
方
を
訪
れ
た
長
尾
南
さ
ん

（
市
浦
中
三
年
）
ら
四
名
が
感
想
発

表
、
続
い
て
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

で
踊
り
の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

昼
食
は
、
市
浦
小
六
学
年
父
母
の

協
力
の
も
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
ロ
シ

ア
の
子
ど
も
た
ち
も
お
に
ぎ
り
や
シ

ジ
ミ
汁
と
い
っ
た
日
本
食
を
お
い
し

そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
後
も
ボ
ー

ル
を
使
っ
て
遊
ん
だ
り
プ
レ
ゼ
ン
ト

交
換
、
ロ
シ
ア
の
ゲ
ー
ム
、
シ
ジ
ミ

貝
を
使
っ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ
く
り

や
記
念
植
樹
な
ど
市
浦
で
の
一
日
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

第
六
区
岡
実

（
五
所
川
原
農
林
高
二
年
）

第
七
区
秋
田
亜
里
美

（
弘
前
福
祉
短
期
大
一
年
）

第
八
区
岡
悟

ロ
シ
ア
の
児
童
生
徒
と
交
流
会

大
沼
公
園
で
に
ぎ
や
か
に

▲
体
育
大
会
結
果
し

は
、
言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
身
振
り

手
振
り
で
お
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

さ
わ
や
か
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

★
第
二
十
四
回
Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
大

会
青
森
県
大
会

八
月
九
日
㈹
、
東
北
町
を
会
場
に

「
第
二
十
四
回
Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
大

会
青
森
県
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
カ
ヌ
ー
競
技
・
中
学
生
男
子
の
部

（
市
浦
中
三
年
）

総
合
タ
イ
ム
二
時
間
十
六
分
二
十
四
秒

総
合
順
位
六
十
六
位

村
の
部
順
位
二
十
四
位

記念撮影も仲良く

．
第
一
位
山
崎
俊
（
二
年
）

・
第
二
位
中
井
亮
（
三
年
）

・
第
四
位
久
保
田
聖
也
（
二
年
）

★
第
五
十
八
回
市
町
村
対
抗
青
森
県

民
体
育
大
会

八
月
十
六
日
出
、
十
七
日
⑧
の
二

日
間
に
わ
た
り
、
青
森
市
を
主
会
場

に
「
第
五
十
八
回
市
町
村
対
抗
青
森

県
民
体
育
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
結
果
（
村
の
部
）
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
陸
上
競
技

・
三
十
歳
代
（
男
子
一
○
○
Ｍ
）

第
一
位
梶
浦
武
也
（
十
三
）

・
男
子
走
り
幅
跳
び

第
三
位
秋
田
谷
恵
一
（
相
内
）

▼
野
球

準
々
決
勝

蓬
田
村
７
１
０
市
浦
村

▼
ボ
ウ
リ
ン
グ

団
体
戦
第
三
位
市
浦
村

▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

・
一
回
戦
（
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

市
浦
村
調
Ｉ
９
東
通
村

・
準
決
勝

天
間
林
村
６
１
羽
市
浦
村

・
三
位
決
定
戦

市
浦
村
巧
ｌ
副
南
郷
村

▼
サ
ッ
カ
ー

・
一
回
戦

市
浦
村
１
１
０
常
盤
村

・
準
決
勝

南
郷
村
１
１
０
市
浦
村
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秋
で
す
ね
～
ｃ
秋
と
い
え
ば
実
り

の
秋
、
読
普
の
秋
、
運
動
の
秋
、
食

欲
の
秋
、
海
遊
館
の
秋
仰
ほ
言
わ
な

い
か
（
笑
）
自
然
の
恵
み
を
大
い
に
受

け
冬
支
度
も
そ
ろ
そ
ろ
と
言
っ
た
何

か
と
忙
し
い
季
節
で
す
ね
。
今
年
の

秋
は
海
遊
館
で
身
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
し
て
み
て
は
？

運
動
の
秋
と
い
う
こ
と
で
、
去
る

九
月
五
日
、
六
日
の
二
日
間
コ
ミ
セ

ン
に
お
い
て
健
康
測
定
が
行
わ
れ
、

日
頃
運
動
し
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら

運
動
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
方
参
加

者
は
様
々
、
二
日
間
で
約
五
十
名
の

方
々
が
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
（
？
）
の

健
康
測
定
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
海
遊
館
の
健
康
測
定
は
、
自
分
の

体
力
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
で
日

頃
の
体
力
づ
く
り
、
健
康
維
持
に
役

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
今
回
で
七

回
目
を
数
え
ま
す
。
現
在
は
年
二
回

実
施
し
て
お
り
、
海
遊
館
の
会
員
だ

け
で
な
く
村
民
の
方
ど
な
た
で
も
お

受
け
い
た
だ
け
ま
す
。
内
容
は
握
力
、

肺
活
量
、
体
前
屈
な
ど
の
お
な
じ
み

霞 ー

－
ｌ
ｂ
遍
日
■
固
酎
四
ｍ
■
囲
弼
圃
歴
師
部
耐
榔
■
砲
口
■
■

■
■
■
■
ず
■
Ｂ
、
●
Ｈ
●
１
４
副
日
勤
列
識
切
砂
一
Ｆ
四
ｍ
伊
田
矛
睡
誤
心
、
巳
ロ
■
ｑ
０
０
ｑ
ｑ
ｑ
口
０
０
８
ｍ
“
９
１
日
日
■
可
■
。
ｐ
も

完気力1い涌ｲ三
し24卦

’
一

＄･駅尋 瑠
ー＝

魑
窟
逼
眉

海
水
の
秘
密

の
測
定
か
ら
小
さ
い
豆
を
お
箸
で
三

十
秒
間
で
何
個
移
動
で
き
る
か
と
い

う
そ
の
名
も
『
豆
運
び
』
と
、
い
い

大
人
が
ち
ょ
っ
と
む
き
に
な
っ
ち
ゃ

う
楽
し
い
測
定
ま
で
十
数
種
目
あ
り

ま
す
。次
回
は
是
非
皆
さ
ん
も
参
加
し
て

下
さ
い
Ｉ
・
海
遊
館
ス
タ
ッ
フ
一
同
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

噸
鱗

諒
開
一
・

海
遊
館
と
言
え
ば
や
っ
ぱ
り
海
水

蝿

瞳
b÷_－＝

酋悪

ー

＝陰｡、
反復横とび 8の字歩行

ブ
ー
ル
で
す
ね
。
も
う
一
度
原
点
に

返
っ
て
海
遊
館
の
プ
ー
ル
を
満
た
し

て
私
た
ち
を
癒
し
て
く
れ
る
海
水
の

秘
密
に
迫
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

地
球
の
約
七
十
％
は
海
で
覆
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
海
が
太
古
の
昔
か

ら
様
々
な
生
命
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

全
て
の
生
命
は
海
を
起
源
と
す
る
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
人
間
に

現
在
で
も
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

海
で
採
っ
た
魚
は
大
切
な
栄
養
源
と

な
り
、
海
か
ら
蒸
発
し
た
水
蒸
気
が

雲
を
作
り
雨
を
降
ら
せ
大
地
に
潤
い

を
与
え
豊
か
に
し
ま
す
。
普
段
あ
ま

り
意
識
し
ま
せ
ん
が
私
た
ち
の
生
活

に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

前
置
き
は
さ
て
お
き
海
水
の
特
徴

に
迫
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
海
水
Ⅱ
塩

水
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
塩
分
だ
け
で
な

く
様
々
な
ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
全
て
は
私
た
ち
の
身

体
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
物
で
す
。

こ
こ
で
不
思
議
な
の
は
海
水
の
成
分
。

海
水
の
成
分
は
人
間
の
体
液
（
細
胞

液
）
の
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
と
ほ
ぼ

同
じ
な
の
で
、
人
間
の
身
体
の
中
に

海
が
あ
る
よ
う
な
も
の
な
の
で
す
。

体
調
が
崩
れ
た
時
な
ど
は
こ
の
体
内

の
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
る
の

で
人
間
本
来
の
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス

を
持
つ
海
水
に
浸
か
る
こ
と
で
体
調

を
整
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
昔
の

海
水
に
関
す
る
有
名
な
実
験
が
あ
り

ま
す
。
犬
の
血
液
と
海
水
を
入
れ
替

え
る
と
い
う
大
胆
な
実
験
で
す
。
そ

の
犬
は
始
め
は
シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
な

っ
た
も
の
の
、
一
週
間
後
に
は
実
験

前
よ
り
も
元
気
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
す
ご
い
で
す
ね
、
海
水
…

浮
力
簾
糊
雌
訊
縦

そ
の
他
の
海
水
の
特
徴
と
い
う
と
、

海
水
の
四
大
特
性
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。
浮
力
、
抵
抗
、
水
圧
、
水

温
で
す
。

に
海
水
は
真
水
よ
り
も
浮
力
は
大
き

(Lautursの諭による）

抵
抗
浮

災
海
水

水
圧
芯
水

蜘
恥
蜘
蝋
Ｗ

Ⅱ
‘Iリ

000
期篭…蝿…i 辨永

r－1
一

＄

侭
朏

、

．」
1－

温 力

く
、
膝
や
腰
な
ど
へ
の
負
担
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
更
に
筋
肉
の
緊
張
を
和

ら
げ
痛
み
の
軽
減
に
も
な
り
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
に
水
中
が
適
し
て
い
る
の

は
、
こ
の
た
め
で
す
。

抵
抗
測
灘
調
囎
諒

と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
抵
抗
が
大
き
く

な
る
。
こ
れ
は
出
し
た
力
に
応
じ
て

抵
抗
が
か
か
る
た
め
、
個
人
に
あ
っ

た
抵
抗
で
無
理
な
く
運
動
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

水
圧
駁
帥
繩
熱
燗
い

ね
？
水
圧
は
水
深
が
深
く
な
る
と
比

例
し
て
大
き
く
な
り
ま
す
。
水
圧
が

か
か
る
と
静
脈
の
流
れ
が
良
く
な
り

ま
す
。
そ
の
他
に
関
節
を
安
定
さ
せ

痛
み
を
軽
減
さ
せ
る
効
果
も
あ
り
ま

す
。水
温
総
轄
貌
灘
灘

に
入
る
だ
け
で
代
謝
が
活
発
に
な
り

ま
す
。
海
遊
館
の
水
温
は
不
感
温
度

（
弘
℃
～
評
℃
）
に
設
定
し
て
お
り
、

こ
れ
は
熱
く
も
寒
く
も
な
い
水
温
で
、

心
身
共
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
易
い
水
温

で
す
。
こ
の
よ
う
な
特
性
を
最
大
限
に
生

か
す
よ
う
に
元
気
海
プ
ー
ル
は
設
計

き
れ
て
い
ま
す
。
無
理
な
く
、
楽
し

く
、
且
つ
効
果
的
に
使
え
る
の
が
海

遊
館
の
海
水
プ
ー
ル
な
ん
で
す
。
膝

や
腰
の
痛
み
、
肩
こ
り
、
冷
え
性
、

慢
性
的
な
疲
労
で
お
悩
み
の
方
だ
ま

さ
れ
た
と
思
っ
て
海
遊
館
に
一
度
足

を
運
ん
で
み
て
は
？
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両
雨
蒲
淵
鋤
耀
蔵
文
化
懸
職
”

１
１
１
鶴

一
平
成
耐
扉
虞
櫻
撫
翰
緋
諭
掘

三
調
登
哩
塊
泌
説
明
鐙
鯲
徹
狗
泌
ろ
？

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
ｑ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｑ
Ｉ
‐
１
１
１
‐
‐
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｊ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
‐
・
’
．
‐
．
’
●
．
、
、
一

教
育
委
員
会
で
は
、
八
月
三
十
一

日
に
中
央
大
学
と
と
も
に
、
十
三
湊

遺
跡
の
南
端
に
位
置
す
る
檀
林
寺
跡

の
発
掘
調
査
の
成
果
を
公
表
す
る
た

め
、
現
地
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

し
出
土
し
た
遺
物
の
説
明

★
お
知
ら
せ

十
三
湊
遺
跡
の
発
掘
整
理
室
が
十

月
１
日
か
ら
旧
十
三
小
学
校
に
移
転

し
ま
し
た
。

今
後
は
、
十
三
湊
遺
跡
の
調
査
研

究
だ
け
で
な
く
、
津
軽
北
部
地
域
の

文
化
財
行
政
の
拠
点
と
な
れ
る
よ
う

環
境
整
備
し
て
、
内
容
を
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ワ

ク
ワ
ク
。（
文
責
市
浦
村
教
育
委
員
会

学
芸
員
榊
原
滋
高
）

当
日
は
約
八
十
人
の
参
加
者
を
得

て
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
現
地
は
県
道
に
面
し
た
松

林
（
保
安
林
）
の
中
に
あ
り
、
お
墓

と
思
わ
れ
る
マ
ウ
ン
ド
状
遺
構
が
多

数
確
認
で
き
ま
し
た
。
調
査
で
は
、

お
墓
の
一
部
を
発
掘
し
て
い
ま
す
。

檀
林
寺
跡
は
室
町
時
代
（
十
五
世

紀
）
に
栄
え
た
寺
院
跡
で
あ
り
、
周

辺
に
は
多
数
の
お
墓
が
分
布
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
恐
ら
く

安
藤
氏
の
庇
護
の
も
と
、
た
く
さ
ん

の
僧
侶
た
ち
が
生
活
し
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

鰯

▲説明会の様子
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九
月
七
日
、
十
三
地
区
住
民
を
対

象
に
防
災
訓
練
を
開
催
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、
防
災
活
動
の
円
滑
化
を
図

る
と
と
も
に
、
地
域
の
防
災
に
対
す

る
理
解
と
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
激
し
い
地
震
に
よ
り

建
物
の
倒
壊
や
、
火
災
が
多
発
し
た

こ
と
を
想
定
。
災
害
対
策
本
部
設
置

訓
練
、
被
害
状
況
確
認
訓
練
、
事
故

車
両
救
出
訓
練
、
旧
十
三
小
学
校
屋

上
か
ら
の
高
所
救
助
救
急
訓
練
、
炊

き
出
し
訓
練
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
訓
練
に
は
、
消
防
関
係
者
を
は
じ

め
、
十
三
地
区
住
民
、
子
供
会
、
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
団

体
を
含
め
、
約
二
百
人
が
参
加
し
、

本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
に
真
剣
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

災
害
対
策
本
部
を
設
置

避
難
し
た
場
合
、
避
難
所
で
の
生

活
に
最
低
限
必
要
な
物
を
準
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

《
屋
内
》

○
家
具
や
、
大
型
電
気
製
品
な
ど
転

倒
の
危
険
が
あ
る
も
の
は
壁
や
、

柱
に
し
っ
か
り
固
定
す
る
。

○
食
器
棚
や
サ
イ
ド
ボ
ー
ド
な
ど
の

ガ
ラ
ス
戸
が
、
倒
れ
て
散
乱
し
な

い
よ
う
に
散
乱
防
止
フ
ィ
ル
ム
な

ど
を
貼
る
。

○
棚
の
上
に
物
を
置
く
場
合
は
し
っ

か
り
固
定
す
る
。

《
屋
外
》

○
不
安
定
な
屋
根
場
の
ア
ン
テ
ナ
や
、

屋
根
瓦
は
補
強
す
る
。

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
垣
の
崩
れ
は
補

強
す
る
。

○
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
は
鎖
で

固
定
す
る
。

※
家
の
中
で
一
番
安
全
な
の
は
ど
こ

の
場
所
か
、
ど
こ
に
非
常
持
ち
出

し
品
が
あ
る
の
か
、
誰
が
持
つ
の

か
、
避
難
場
所
は
ど
こ
か
、
ど
の

道
を
通
る
の
か
、
家
族
が
離
れ
離

れ
に
な
っ
た
時
の
連
絡
方
法
な
ど

話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

窒
あ
謹
需
篭

■■極詮敏員昌仁ヨ■

Ｐ
画
農
■非 常持ち出し品の例

ｆ
ｌ

■一一売口

魁
ゆ
ぬ
ｂ
胃
艮
■

●舅菫品
（現金健康保険証免許証･通帳）

●携帯ラジオ（予備電池は多めに用意を）

●応急医薬品
（病人､老人の常備薬はわすれない）

●非常食品
（火を通さず食べられる物､賞味期限を確認する）

●衣類（上着､下着､靴下など）

●懐中電灯（予備電池を忘れずに）

●その他
（軍手ライター､ビニール袋タオル､はし）

●粉ミルク･おむつ（乳児のいる場合）

※阪神大震災の時、食料は配給されても、
はしがなくて困ったそうです。また、
乾パンは水分が少なくて喉つまりの原
因になったそうです。

男…騨千毒■鐸

&._ﾐーﾋ伊窒

十三漁港海面水位を受信海面監視
山
■

避
難
住
民
の
受
付
開
始

‐
炉
４
９
８
■
自
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住民によるバケツリレー訓練バルブを開くと放水開始

子ども会もバケツリレーに参加婦人防火クラブによる放水訓練

|； 函
蝿
唖
鰯

I-
蕊瀦繍鶴識慧繕雛繍 縄~蕊識欝 …

病

菖一＃

群

|鰯
事故車輌からの救出開始消火はあわてずゆっくりと

一
一

一

2階からの救出救助日赤奉仕団（十三分団）による炊き出し訓練
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密
来
壹
ケ
シ
孟

八
月
七
日
戦
没
者
の
追
悼
式
が
山

村
広
場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
遺
族

二
十
六
人
、
関
係
者
十
三
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
青
森
県
遺
族
連
合
会
長

が
「
郷
土
を
愛
し
、
戦
争
の
犠
牲
に

な
っ
た
人
達
の
ご
遺
族
に
対
し
深
く

追
悼
の
意
を
表
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
、
高
松
村
長
が
「
戦
後

五
十
八
年
、
戦
争
も
風
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
過
酷
な
戦
争
の
事
実
が
忘

れ
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
幾
千
万
の

尊
い
命
が
歩
ん
だ
道
は
長
く
、
国
を

案
じ
な
が
ら
散
っ
た
御
霊
に
深
く
追

悼
の
意
を
表
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
関
係
者
、
遺
族
に
よ
る

献
花
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

■

平
和
を
願
い
献
花

戦
没
者
追
悼
式

’

黙とうを捧げる遺族

－玉

八
月
十
二
日
、
家
族
会
（
し
じ
み

の
会
）
当
事
者
会
（
に
こ
に
こ
会
）
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
栽
培
し
た
ジ
ャ
ガ
イ

今
年
の
ジ
ャ
ガ
イ

モ
は
大
き
い
よ

悠遊郷の入居者と記念撮影アトム保育園の園児と記念撮影

モ
を
ア
ト
ム
保
育
園
、
悠
遊
郷
に
格

安
で
提
供
し
ま
し
た
。
会
員
た
ち
は
、

種
植
え
か
ら
草
取
り
ま
で
気
を
配
り

栽
培
し
た
結
果
、
大
き
い
ジ
ャ
ガ
イ

モ
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
収

益
金
は
活
動
饗
に
充
て
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

八
月
十
四
日
、
十
三
漁
協
荷
さ
ば

き
場
で
し
じ
み
の
供
菱
祭
が
行
な
わ

れ
、
関
係
者
二
十
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
し
じ
み
漁
の
、
十
四
年
度
の
実

績
は
、
千
七
百
ト
ン
、
十
一
億
二
千

万
と
市
浦
村
の
主
要
産
業
と
な
っ
て

い
ま
す
。

漁
の
安
全
、
豊
漁
を
祈
願
し
毎
年

行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

豊
漁
《
安
全
を
願
っ
て

し
じ
み
供
養

しじみ供養に参加した関係者

八
月
十
六
日
、
十
七
日
の
二
日
間
、

十
三
湖
に
お
い
て
「
ウ
イ
ン
ド
サ
ー

フ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
イ
ン
十
三
湖
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
十
三
湖
レ
ー
シ

ン
グ
実
行
委
員
会
（
渡
辺
禎
仁
会
長
）

の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
会
場
と

な
っ
た
十
三
湖
に
は
県
内
外
の
サ
ー

フ
ァ
ー
約
二
十
人
が
集
ま
り
、
技
を

競
い
合
い
ま
し
た
。
十
三
湖
畔
に
は
、

絶
好
の
風

ウ
イ
ン
Ｆ
サ
ー
フ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト

虹
９
．
。
‐
ｂ
ｆ
ｒ
９

見
物
客
等
百
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

最
初
に
プ
ロ
四
人
が
模
範
演
技
を
披

露
し
ま
し
た
。
ジ
ャ
ン
プ
、
タ
ー
ン

な
ど
華
瀧
な
演
技
に
会
場
が
沸
き
ま

し
た
。
続
い
て
競
技
会
で
は
プ
ロ
、

ア
マ
選
手
一
緒
に
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

等
の
競
技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

渡
辺
委
員
長
は
、
「
十
三
湖
は
ウ

イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
ス
テ
ー
ジ
と
し

て
世
界
の
五
本
の
指
に
数
え
ら
れ
る

素
晴
ら
し
い
会
場
だ
と
、
参
加
選
手

よ
り
絶
賛
を
あ
び
て
い
る
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

－
壽

蕊喜
一

一

二
一
《

一
■
“

一

屋 一~一
－一一一

蕊、起
杢一

i
一

否

一
1■■■
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か
つ
て
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
時
代

に
は
、
年
間
二
七
○
万
人
も
子
ど
も

が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
の

出
生
数
は
二
五
万
六
千
人
（
厚
生

労
働
省
発
表
）
で
、
前
の
年
を
一
万

五
千
人
も
下
回
り
、
少
子
化
が
一
層

進
ん
で
い
ま
す
。
急
激
な
少
子
化
の

進
行
は
、
将
来
の
経
済
社
会
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
厚
生

労
働
省
が
「
少
子
化
対
策
プ
ラ
ス
ワ

ン
」
を
策
定
す
る
な
ど
、
政
府
を
あ

げ
て
の
少
子
化
対
策
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

一
方
、
平
均
寿
命
は
、
女
性
が
八

蹴雌轆晦漉妙
職簔職獺泌豊
保嶮灘細繊調に勤いで

少
孑
化
社
会
の
老
後
を
支
え
る
国
民
年
金

【国民年金の目的】

国民年金は、すべての日本国民を対象として、

歳をとった時、また不幸にして障害者や寡婦、

母子家庭となってしまった時に支給され生活の

安定を図ることを目的としています。
四
・
六
歳
、
男
性
が
七
九
・
七
歳
と
、

五
年
前
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
一
・
八
歳
、

一
三
歳
も
伸
び
て
い
ま
す
。
特
に

六
五
歳
時
点
で
の
平
均
余
命
は
、
女

性
が
二
一
宇
四
歳
、
男
性
が
一
七
・

五
歳
と
、
五
年
前
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

一
・
五
歳
、
一
・
一
歳
も
伸
び
て
い

ま
す
。
長
寿
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、

少
子
化
時
代
に
は
、
長
い
老
後
生
活

の
保
障
を
、
自
分
の
子
ど
も
に
頼
る

だ
け
で
は
万
全
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

貯
蓄
な
ど
を
備
え
る
こ
と
も
大
切
で

す
が
、
将
来
の
経
済
社
会
が
ど
う
な

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

っ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
、
自
分
が

何
歳
ま
で
生
き
て
、
ど
れ
く
ら
い
の

備
え
が
必
要
な
の
か
は
、
誰
に
も
分

か
り
ま
せ
ん
。

少
子
化
時
代
に
は
、
社
会
全
体
で

老
後
を
支
え
る
仕
組
み
、
す
な
わ
ち

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
の
果
た

す
役
割
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
わ

け
で
す
。

少
子
化
時
代
に
も
安
心
で
き
る
老

後
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
国
民
年
金

の
保
険
料
を
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ

、
『
ノ
○

螺諭料の馳苛lま浅磨た方弓

来菜の主密売への贈《）墹予･蔀。

第
三
十
二
回
消
防
技
術
青
森
県
大

会
が
七
月
三
日
に
青
森
県
消
防
学
校

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

津
軽
北
部
広
域
事
務
組
合
か
ら
も

十
八
名
（
十
三
組
）
の
隊
員
が
参
加

し
、
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
に
出
場

し
た
三
上
隊
員
と
阿
部
隊
員
が
上
位

入
賞
を
果
た
し
東
北
大
会
出
場
を
決

め
ま
し
た
。

そ
の
他
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
★
口
ｌ
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過

入
賞
三
上
耕
路
（
中
里
署
）

入
賞
阿
部
浩
美
（
中
里
署
）

入
賞
櫛
引
隆
宏
（
消
防
本
部
）

★
口
Ｉ
プ
応
用
登
は
ん

入
賞
白
戸
・
片
山
チ
ー
ム

（
金
木
、
中
里
署
）

入
賞
浅
利
・
今
チ
ー
ム
（
金
木
署
）

入
賞
田
中
・
久
保
田
チ
ー
ム

（
市
浦
署
）

★
ほ
ふ
く
救
出

入
賞
今
・
田
中
チ
ー
ム

（
中
里
、
金
木
署
）

入
賞
瓜
田
・
小
倉
チ
ー
ム（小
泊
署
）

青
森
救
助
技
術
大
会
行
わ
れ
る

八
月
五
日
に
宮
城
県
仙
台
市
泉
総

合
運
動
場
で
行
わ
れ
た
第
三
十
二
回

東
北
地
区
消
防
救
助
技
術
大
会
に
お

い
て
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
に
出
場

し
た
三
上
、
阿
部
両
隊
員
は
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。

避
難
訓
練
行
わ
れ
る

九
月
一
日
、
市
浦
小
学
校
に
お
い

て
火
災
発
生
時
に
お
い
て
火
災
発
生

時
に
安
全
、
迅
速
に
避
難
す
る
こ
と

と
、
自
ら
の
命
を
守
ろ
う
と
す
る
気

持
ち
を
育
て
る
事
を
目
的
に
避
難
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

火
災
発
生
か
ら
避
難
す
る
ま
で
の

訓
練
が
テ
キ
パ
キ
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

給 付金

老齢年金・老齢基礎年金

老齢福祉年金

障害年金障害基礎年金

遺族基礎年金

死亡一時金

寡婦年金

計

受給者数
（人）

872

6

75

13

4

6

976

受給金額
（千円）

479,420

2,472

68,792

11,843

680

2,808

566,015

被保険者数
（人）

第1号

任意加入

第3号

計

764

17

127

908

納付者数
(人）

510

17

一

527

納付保険料
(千円）

72,600

2,904

一

75,504

火
事
と
救
急
・
救
助
は
一
一
九
番

肖
、
、
グ
ダ

防

●

ネ

ツ

ト

ワ

I

ク
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:アーク溶接(電気)特別教盲
‘講習会実施要領‘

1家庭系バｿｺﾝもﾘｻｲｸﾙﾍ］（
★10月1日から実施

家庭から排出されるパソコンについて、メーカーがリ
サイクルを行うこといなりました。

①パソコンリサイクルの対象品目は個人で職入し不要に
なったデスクトップパソコン、ノートパソコン、CR
Tディスプレイ、液晶ディスプレイ。
②廃パソコン処理はメーカーに回収申込みをすることに
なります。メーカーからの指示により、日本郵政公社
（郵便局）が回収します。
③10月1日以前に職入したパソコンはリサイクル料金が
必要です。
※消費者負担額の目安（消費税別途）
oデスクトップパソコン・ノーI､パソコン・

LCDディスプレイ……．．……･…………………3,000円
oCRT(ブラウン管)ディスプレイパソコン……4,000円
※製造業者(メーカー)により、リサイクル料金が異なる
ことがあります。
④10月1日以降に購入したパソコン(PCリサイクルマ
ーク入）はリサイクル料金が不要です。

しお問い合わせ住民福祉課窓62-2111（内線：33）
★なお、ホームページでもご覧になれますc

http://www.pc3r.jp/homehtml

◆講習対象アーク溶接機(電気)を用いて金属の溶接、
溶断等(以下｢アーク溶接等｣という)の業務

◆開催日時10月27日から29日まで（3日間）
午前9時から午後5時まで

◆開催場所学科：五所川原市大字唐笠柳字藤巻495-3
㈱西北労働基準協会2階大ホール

実技：五所川原市大字太刀打字常盤83-2
㈱シンメイ鐵工構内

◆受講資格満18才以上の者
◆受講料会員10,945円（非会員：12,945円）
◆締め切り10月21日か、定員80名に達し次第締め切り

ます。
◆申込先五所川原市大字唐笠柳字藤巻495-3

㈹西北労働基準協会丑0173-35-6336
※詳細についてのお尋ねは、当協会へご連絡下さい。

[総務課統計係からのお知らせI
全国から見た青森県の位置や県内の統計資料など最
新の情報が分かります。

◆頒布価格①青森県民手帳…･…………･･500円
②青森県勢グラフ…･………･･450円
③統計でみる青森県の姿…1,400円
④青森県統計年鑑…………5,000円

◆申込先総務課企画財政係丑62-2111（内線19)
◆申込期限11月14日
★2003年漁業センサスに後協力を

漁業センサスは、漁業の実態を明らかにするため、
5年ごとに実施する大規模な調査です。今回は、11月
1日現在で漁業を営む漁家や会社などを対象として全
国一斉に実施します。調査員が訪問して調査した内容は、
統計資料を作成するためだけに使用されます。ご理解
の上、協力をお願いします。

1総務省力lらお知らせI
総務省から朝鮮半島・台湾出身の旧日本軍属であっ
た方とその遺族の方へ弔慰金・見舞金が支給されます。
◆対象
日本永住の特別永住者で昭和12年7月7日以降公
務傷病により次のいずれかに該当する方、①昭和16
年12月8日以降に死亡した方の遺族、②重度の障害
状態にある方またはその遺族
◆請求場所住民福祉課冠62-2111（内線：31）
◆請求期限来年3月31日

水稲生育状況を視察鯰怠曇霊罰
9月10日、県の長谷川出納長が水稲生育状況調査に訪
れました。
高松村長が、「今年は天候不順により、出穂期に低温
であったため、不稔が予想されています。農業共済金の
早期支払い等についてお願いしたい」と訴えました。
また秋田谷長一郎さんは「登熟の時期を迎えたのに実
が入っていない。作柄が大幅に減ることでしょう。大変
落ち込んでいます。何とか保証をお願いします」と訴え
ました。
長谷川出納長は、「皆さんのつらい思いを強く受け止め、

ときむね

谷凱宗ちゃん
美奈子さん(お母さん）

柳

早急に対策を識じま
す」と、農業関係者を
激励し、実の入らない
稲を手にとって状況を
確認していました。
市浦村では、9月5
日に「市浦村農作物冷
害対策本部」を設置し
ています。

不
稔
の
稲
穂
を
手
に
と
る

長
谷
川
出
納
長
（
右
）

当
零

1町

４

１
１

ヂー

″

蝋
■

啓

鶴

ケーキおいしそうでしよ…
(支援センターお誕生会で） 灘鐵

~

灘庵
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市浦村の人口と世帯数平成'5.8.'現在

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
児
童
作
品
展
は
、

子
ど
も
た
ち
の
創
作
活
動
を
奨
励
す

る
こ
と
で
「
生
命
を
尊
ぶ
心
」
「
心

豊
か
な
人
間
」
の
形
成
を
目
的
と
し

て
、
津
軽
北
部
（
金
木
町
・
中
里
町

・
市
浦
村
・
小
泊
村
）
の
四
町
村
の

子
ど
も
た
ち
の
書
道
・
絵
画
を
展
示

い
た
し
ま
す
。

作
品
に
込
め
ら
れ
た
子
ど
も
の
心

を
受
け
と
め
、
励
ま
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

◆
名
称

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

津
軽
北
部
児
童
作
品
展

◆
日
時

平
成
十
五
年
十
月
十
八
日
出

平
成
十
五
年
十
月
十
九
日
⑧

午
前
九
時
～
午
後
四
時

◆
場
所

中
里
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

「
パ
ル
ナ
ス
」

◆
表
彰
式

平
成
十
五
年
十
月
十
九
日
⑧

午
後
一
時
よ
り

※
表
彰
式
終
了
後
は
、
尺
八
や
お
琴

の
演
奏
が
あ
り
ま
す
。
無
料
で
す

の
で
隣
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
お
越
し
下
さ
い
。

◆
後
援

平
成
幅
年
度
Ｍ
Ｏ
Ａ

美
術
館
津
軽
北
部
児

童
作
品
展
開
催

■q岳争■Ba,●●｡,■I●勺=？q■－，｡●由●｡■■●1■の｡■の■､●■I●q■■､●■■P‐一由一凸一｡－●－●q■■■■Cl■■■■●－℃－◆ー●－令一凸一■－●一己－争一守一中一●ー◆一争一●－●－■。■■■■

各
町
村
・
各
町
村
教
育
委
員
会
・

津
軽
北
地
区
保
護
司
会
・
津
軽
北
地

区
中
里
更
生
保
護
女
性
部

▼
お
問
い
合
わ
せ

「
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
津
軽
北
部

児
童
作
品
展
」
事
務
局

菊
池
愛
子
（
中
里
町
深
郷
田
）

壷
五
七
－
二
七
五
二

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
り
ま
す
。

★
行
政
相
談
員
三
和
孝
徳
さ
ん

村
の
仕
事
の
こ
と
や
身
の
回
り
で

起
き
て
い
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
困
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽

に
行
政
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
行
政
相
談

・
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

．
こ
の
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

・
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か

ら
な
い

な
ど
の
場
合
は
、
下
記
に
よ
り
相

談
所
を
ご
利
用
下
さ
い
。

◆
日
時

平
成
十
五
年
十
月
二
十
一
日

平
成
十
五
年
十
月
二
十
二
日

午
後
一
時
～
四
時
ま
で

◆
場
所

青
森
あ
す
な
る
ホ
ー
ル

し
う
ら
和
室

◆
相
談
員

三
和
孝
徳
（
市
浦
村
大
字
相
内
）

行
政
相
談
所
を
開
設

し
ま
す

●1け●■ﾛ申一●今●＝一●.■●■､■D‐守申◆q■p●一今一｡－●一・一■－甲一口一一一一一○一●I■■■■●一℃－申一●－争一●一凸一■■■■■■●ー中一争一●－●■■■■■■－■－●－●－●一｡－■－

壷
六
二
－
三
○
七
○

※
行
政
相
談
は
自
宅
、
又
は
電
話
で

も
受
け
て
い
ま
す
の
で
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
は
、
労
働
者
が
失
業
し

た
場
合
に
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め

の
失
業
給
付
を
行
う
雇
用
保
険
と
、

労
働
災
害
に
よ
り
負
傷
等
を
し
た
場

合
の
補
償
を
行
う
労
災
保
険
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
は
農
林
水
産
業
の
一
部

を
除
き
、
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用

し
て
い
れ
ば
、
そ
の
事
業
主
は
加
入

手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

★
労
働
保
険
の
加
入
は
お
早
め
に

『
思
わ
ぬ
労
災
予
期
せ
ぬ
失
業

し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
労
働
保
険
」

▼
加
入
手
続
き
の
ご
相
談
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
五
所
川
原

適
用
係
（
五
所
川
原
公
共
職
業
安

定
所
）

壷
三
四
－
三
一
七
一

◆
日
時

平
成
十
五
年
十
月
二
十
六
日
卿

九
時
～
十
一
時
三
十
分

◆
場
所

労
働
保
険
の
加
入
手
続

き
は
お
済
み
で
す
か
″

ぜ
ひ
、
見
に
き
て
下
さ
い

市
浦
小
学
校
学
習
発
表
会

■q■●q■■■D■IF今◆4－4■｡■■■D寺1℃■吟l●－凸一c－aq■■■■句一p－＝一＝ー凸一●1■■■■●－卓一ゆ－参一一一一q■■■■●1■■■■●1■■■■､■ー凸一●■■■■■●－●－F－わ一●一○一●－●－■一｡－

r~5－、
市
浦
小
学
校
体
育
館

例
年
、
近
所
の
高
齢
者
に
子
ど
も

達
が
書
い
た
案
内
状
を
直
接
届
け
て

い
た
の
で
す
が
、
児
童
数
の
減
少
等

に
よ
り
、
今
年
度
か
ら
広
報
、
有
線

等
に
よ
り
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

ご
家
族
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
お
出
で
く
だ
さ
い
。
地
域
の
方

の
た
く
さ
ん
の
ご
声
援
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土
地

取
引
に
は
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ

く
届
出
が
必
要
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

盃
六
二
’
二
一
二
〈
内
線
一
九
）

大字名 前月人口 人口 世帯数

相内 1.152
” 1,153 401

桂川 58 58 22

太田 238 239 81

脇 元 505 504 202

磯松 290 290 107

十三 781 782 265

計 3,024 3,026 1,078

‘
月
は

■

1

地
月
間

《
一

】
。

9
、ゴ
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先
日
、
あ
す
な
る
ホ
ー
ル
に
お
い

て
西
北
中
央
病
院
糖
神
科
・
須
藤
科

長
よ
り
「
心
の
病
気
ｌ
中
高
年
の
う

つ
病
」
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
う
つ
病
は
「
心
の
カ
ゼ
」
と

い
わ
れ
て
い
る
位
に
私
達
に
身
近
な

病
気
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
カ
ゼ
は
万
病
の
も
と
」
と
言
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
大
事
に
し
な
け
れ

ば
状
態
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
事
も

あ
り
、
症
状
等
に
つ
い
て
正
し
く
知

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

★
う
つ
の
症
状

自
信
を
な
く
す
．
決
断
で
き
な
い

・
自
分
を
責
め
る
・
寝
て
も
寝
た
気

が
し
な
い
．
食
欲
が
な
い
等
が
あ
り
、

年
代
に
お
い
て
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

健 康
‘ ’

一
一
一
一

No.164

〈
釦
～
即
代
〉

身
体
に
症
状
が
表
れ
、
動
悸
・
腹

具
合
が
悪
い
。
だ
る
い
．
頭
が
重
い

・
食
欲
が
な
い
と
い
う
様
な
症
状
が

あ
り
ま
す
。

〈
若
い
年
代
〉

気
持
ち
の
部
分
に
症
状
が
表
れ
ま

す
。
そ
の
内
、
静
か
な
う
つ
症
状
と

し
て
考
え
が
進
ま
な
い
・
や
る
気
が

な
い
．
眠
い
．
疲
れ
や
す
い
等
が
あ

っ
た
り
、
反
対
に
、
や
た
ら
と
心
配

す
る
・
く
よ
く
よ
す
る
．
落
ち
着
き

が
な
い
・
眠
れ
な
い
と
い
っ
た
症
状

を
示
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

★
う
つ
病
の
経
過

う
つ
病
は
、
原
因
に
よ
り
４
つ
に

別
れ
ま
す
。

①
内
因
性
う
つ
病
…
原
因
は
特
に
な

く
自
然
に
な
り
、
主
に
身
体
の
症

状
が
表
れ
ま
す
。

②
性
格
が
関
係
す
る
う
つ
病
…
真
面

目
・
几
帳
面
・
頑
張
り
屋
の
タ
イ

プ
に
発
症
し
や
す
く
印
～
印
代
の

女
性
に
多
く
あ
り
ま
す
。

③
神
経
症
性
う
つ
病
…
真
面
目
で
気

が
小
さ
い
方
に
多
く
何
か
し
ら
の

シ
ョ
ッ
ク
（
引
越
し
や
配
置
替
え
）

に
よ
り
発
症
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
や
過
食
症
等
と
も
関
係
し
て

い
き
ま
す
。

四

町い'

④
反
応
性
う
つ
病
・
・
・
③
が
こ
じ
れ
た

も
の
で
、
入
院
を
し
て
治
療
す
る

事
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

★
う
つ
病
へ
の
周
り
の
心
が
け

基
本
は
、
う
つ
病
は
「
励
ま
し
」

は
し
な
い
こ
と
で
す
。
難
し
い
こ
と

で
す
が
無
視
せ
ず
優
し
く
見
守
る
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
真
面
目
で

気
が
小
さ
い
方
が
多
い
た
め
、
「
気

を
抜
く
」
様
に
本
人
や
周
囲
が
心
が

け
た
り
、
環
境
を
整
え
る
こ
と
も
必

要
で
す
。

と
も
す
る
と
「
な
ま
け
て
い
る
」

と
思
わ
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
そ

の
こ
と
が
病
気
を
悪
化
さ
せ
る
要
因

に
も
な
り
ま
す
。

他
の
病
気
同
様
こ
じ
ら
せ
な
い
前

に
、
気
軽
に
専
門
医
を
受
診
し
、
必

要
で
あ
れ
ば
服
薬
と
い
っ
た
対
処
に

結
び
付
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

似
講
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す
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須
藤
科
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和
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ろ
（
相
内
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争
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ご
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太
田
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秀
入

な
お
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和
尚
矢
（
相
内
）
貢

な
な
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谷
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海
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脇
元
）
司

は
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か

橋
遥
（
十
三
）
嘉
津
浩

め
い

藤
愛
唯
（
相
内
）
邦
博

ふ
み
や

川
郁
談
（
十
三
）
聡
貴

▼
お
誕
生

（
三
厩
）

（
桂
川
）

（
稲
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（
脇
元
）

（
十
三
）

（
埼
玉
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車
力
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秋
田
）

（
十
三
）

（
常
盤
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（
五
所
川
原
）

〈
相
内
）

今
回
、
関
東
地
区
ふ
る
さ
と
市
浦
会

に
同
行
し
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
か
ら

交
流
会
ま
で
の
密
着
取
材
で
し
た

「
市
浦
村
が
な
く
な
る
の
は
さ
び
し
い
、

で
も
時
の
流
れ
に
は
勝
て
な
い
」
「
市
浦

の
名
を
残
せ
な
い
も
の
か
」
と
遠
く
離

れ
て
い
て
も
ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち

が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
の
で
す
。

ま
た
、
村
を
良
く
し
よ
う
と
頑
張
っ

て
い
る
村
在
住
の
人
た
ち
の
気
迫
も
肌

で
感
じ
ら
れ
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

続
く
交
流
会
で
は
「
訪
問
で
き
て
嬉

し
い
」
「
ふ
る
さ
と
が
あ
っ
て
今
の
私
が

い
る
」
と
訪
問
者
。
「
よ
ぐ
き
た
な
」

「
元
気
で
ら
な
」
と
温
か
く
も
て
な
す
村

の
人
た
ち
。
久
々
に
会
う
同
胞
の
思
い

は
一
つ
に
・
・

取
材
を
続
け
る
う
ち
に
目
頭
が
熱
く

な
り
、
カ
メ
ラ
は
い
つ
も
ピ
ン
ト
が
合

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
ぶ
ん
、
み
ん
な
の
心
の
中
で
は
、

合
併
に
な
る
と
「
ふ
る
さ
と
市
浦
会
」

は
ど
う
な
る
の
か
と
思
っ
て
い
る
の
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
心
の
中
で
思

わ
ず
叫
ん
で
い
ま
し
た
。
「
ふ
る
さ
と
市

浦
、
そ
し
て
市
浦
会
は
永
遠
に
不
滅
で

す
」
と
。
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